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フェスタ企画…有料 公開企画…無料
※有料・無料に関わらず参加登録が必要です。

［09:30-17:30］JST特別企画: メカノバイオロジーと光科学、分子技術～未来を拓くトライアングル～
メカノバイオロジーとは、細胞や組織の物理的な力や物理的性質の変化が、発達、細胞分化、生理学、および疾患にどのように寄与する
かに焦点を当てた、生物学と工学のインターフェースにおける新しい科学分野です。メカノバイオロジー、分子応力プローブ、光による
生体操作という三つの観点から総合的に議論し、将来的な研究開発の方向性を探ります。

［13:00-17:25］分子や結晶をねじったり曲げたりして
みよう～新しい機能性分子の創製可能性を探る～

分子や結晶をねじったり曲げたりして生まれる新しい機能性物質の世界を
取り上げます。曲った分子の機能、ねじれた分子の物性、ねじれた分子を作
る不斉合成、光を当てると曲る不思議な結晶についての講演を行います。

［13:00-17:00］化学者を目指す 大学生・高校生の
ための公開講座～化学の未来、あなたの将来
そうか、化学に進むってこういうことなんだ～
大学生・高校生が、将来化学者となって社会に貢献することを応援する
企画です。大学教授や企業研究者からの講演を聴いたり、ポスター
発表での意見交換を行うことによって、化学を通した社会との繋がりを
実感し、自身が化学に進む将来のイメージを掴んでもらいます。

［13:00-17:10］
化学のプレゼンに役立つKNOW-HOW

プレゼンテーションを魅力的にする様々な方法を紹介する講演を通
して，科学者・技術者のアピール力向上に大いに役立つコツを伝授し
ます。

［09:25-12:00］
生体界面を制御する
～生体と材料とのお付き合い～
材料を生体内に入れることを究極的な目標
とした、有機高分子材料、また、セラミクス
材料に関する考え方を示します。

［09:25-12:00］アンビエントエレ
クトロニクス～社会に溶け込む
エレクトロニクス材料～
アンビエントエレクトロニクスが拓く社会から、
現在進んでいる新素材の開発と将来展望まで、
産官学界の視点から広く講演します。

［09:30-11:55］材料の視点から
省エネを考えよう！
新たな材料設計指針、或いは先端計測・計算
化学・MI等の新しい研究手法、革新的プロセ
ス技術を取り込み、材料の視点から省エネを
考えていき、省エネ技術に関する最先端の研
究及び今後の取り組みについて講演します。

［13:00-17:35］RSC特別企画：論文作成と査読プロセスの
基礎とエディターからのアドバイス
Royal Society of Chemistry、論文校正会社の編集者が原稿作成や論文執筆に
関するアドバイスやノウハウを紹介します。論文作成に関する情報に加え、投稿
から出版までの査読プロセスや査読者としてのベストプラクティスなどについ
てもお話いたします。

［13:30-15:30］JCIA・JACI・CSJ特別企画：
ホンネで語ろう産学連携!!
「産」と「学」が話し合う場を提供することを目指して
本セッションを企画しました。今回は、イノベーション
の担い手である、それぞれの研究者・技術者の育成、
すなわち「人材育成」に焦点を当て、それぞれの方針
や要望等を率直にぶつけ合う場としたいと思います。

［13:00-18:00］文科省科研費新学術領域研究「ハイブリッド触媒」特別企画：
「1+1は3?」ハイブリッド触媒が紡ぎ出す新反応化学

生体内で起こる複数の酵素による有機分子の活性化や複雑な化合物の一挙合成を、フラスコ内で
行おうとしても極めて困難です。本領域では、独立した機能を持つ複数の触媒の働きを重奏的に
活かしたハイブリッド触媒系を創製することにより、従来は不可能であった反応を可能にし、入手容
易な原料から付加価値の高い有機分子を、要求に応じて迅速に組み上げる分子合成オンデマンド
の実現を目指しています。本企画では、本領域の最新の研究成果を報告します。

［13:00-17:00］産総研特別企画:SDGsの達成に
貢献する産総研発CEROテクノロジー
産業技術総合研究所の材料・化学領域は、国連の「持続可能な開発
目標（SDGs）」の達成に貢献するため、有害物質を使わず、資源・エネ
ルギーの無駄を”ゼロ”にするCERO Technologyを提案します。
当領域の取り組みについて、化学品の創製、部材化技術、評価
技術から産業への橋渡しに至るまでを紹介します。

［10:40-12:00］
2018ノーベル
賞解説講演
本年度のノーベル賞の
内容を、分かり易く解説
する講演会を実施いた
します。

開

会

式

［12:00-13:00］
ランチョン
セミナー

［12:00-13:00］
ランチョン
セミナー

［13:30-16:00］
産学官R&D紹介企画 
-セッション講演-

［10:00-17:00］産学官R&D紹介企画 -展示ブース- 
企業や研究機関がポスターや製品サンプル・モデルの展示などで研究開発アクティビティを個性豊かに紹介します。

［10:00-12:00］
学生ポスター発表:P1
　

［13:00-15:00］
学生ポスター発表:P2
　

［15:30-17:30］
学生ポスター発表:P3
　

09:30-09:35 開会挨拶　
 石毛 修（コニカミノルタ（株））
09:35-10:20 しなやかなタフポリマー

を用いた材料革命　
 伊藤 耕三（東京大学）
10:20-10:50 炭素繊維強化熱可塑性プラス

チックCFRTPの自動車構造へ
の応用について

 荒井 政大（名古屋大学）
10:55-11:25 進化する要求特性、追い

かける素材開発
～SiC繊維強化セラミックス
複合材、空を飛ぶ～

 岡村 光恭（NGSアドバン
ストファイバー（株））

11:25-11:55 環境にやさしいタイヤ
ゴム材料を開発するた
めの量子ビーム応用

 岸本 浩通（住友ゴム工業（株））

09:25-09:40 趣旨説明と概論：
社会に溶け込むエレ
クトロニクスの材料 

 瀧宮 和男（東北大学）
09:40-10:15 私たちの活動に溶け

込むデバイスの創生 
 福田 憲二郎（理化

学研究所）
10:15-10:50 電子機器を生活に溶け

込ませる銅配線印刷 
 米澤 徹（北海道大学）
10:50-11:25 街の風景に溶け込むフレ

キシブル電子部材の進歩 
 伊藤 学（凸版印刷（株））
11:25-12:00 私たちの生活に

溶け込む環境発電 
 中村 雅一（奈良先端

科学技術大学院大学）

13:30-13:35 開会挨拶 
 浦田 尚男（（株）三菱ケミカルホールディングス）
13:35-15:25 パネルディスカッション『ホンネで語ろう「人材育成」!!』
15:25-15:30 閉会挨拶 
 浦田 尚男（（株）三菱ケミカルホールディングス）

09:25-09:30 開会挨拶 
 田中 敬二（九州大学）
09:30-10:15 材料が生体とお付

き合いするには
 石原 一彦（東京大学）
10:15-10:40 界面の水で生体と仲良し

～バイオ界面水の役割
の理解と制御～

 田中 賢（九州大学）
10:40-11:05 やわらかい表面で

生体と仲良し
 上野 良之（東レ（株））
11:05-11:30 生体に心地よい

無機質表面の作
り方と歯科応用

 大矢根 綾子（産業
技術総合研究所）

11:30-11:55 生体にならった人工骨 
 重光 勇介（（株）ジーシー）
11:55-12:00 閉会挨拶 
 植村 卓史（東京大学）

13:00-13:05 開会挨拶　竹岡 裕子（上智大学）
13:05-13:50 シミュレーションとビジュアリゼーション　森田 裕史（産業技術総合研究所）
13:50-14:35 データをデザインする　木村 博之（（株）チューブグラフィックス）
14:35-15:20 研究のビジュアルデザイン　田中 佐代子（筑波大学）
15:25-16:10 プレゼンテーションのコツ　三輪 佳宏（筑波大学）
16:10-17:05 Before and after 伝わりやすいプレゼンテーション構成　小林 麻己人（筑波大学）
17:05-17:10 閉会挨拶　竹岡 裕子（上智大学）

13:00-13:05 開会挨拶　舟橋 正浩（香川大学）
13:05-14:05 ボウル型に曲がったパイ共役系分子　雨夜 徹（大阪大学）
14:05-15:05 ねじれたπ電子系からの円偏光発光　森崎 泰弘（関西学院大学）
15:20-16:20 ねじれた分子のデザイン・合成・応用　小笠原 正道（徳島大学）
16:20-17:20 光で結晶を曲げる　小畠 誠也（大阪市立大学）
17:20-17:25 閉会挨拶 　海老根 俊裕（DIC（株））

09:30-09:40 開会挨拶　植田 憲一（電気通信大学）
09:40-10:20 多細胞系のメカノバイオロジー 
 芳賀 永（北海道大学）
10:20-11:00 幹細胞操作のメカノバイオロジー 
 木戸 秋悟（九州大学）
11:00-11:40 パターン形成・形態形成のメカノ

バイオロジー　
 平島 剛志（京都大学）
13:00-13:30 局所的な力を測る光分子力学 
 齊藤 尚平（京都大学）
13:30-14:00 メカノバイオロジーに向けたロタ

キサン型メカノプローブの創製 
 相良 剛光（北海道大学）
14:00-14:30 光学出力を増幅するアロステリック計測 
 福原 学（東京工業大学）
14:45-15:15 細胞と音波の超高速インタラク

ション可視化への挑戦 
 中川 桂一（東京大学）
15:15-15:45 光熱変換による細胞機能のアクティブ制御 
 大山 廣太郎（量子科学技術研究開発機構）
15:45-16:15 光を用いた新しいがん治療 
 小川 美香子（北海道大学）
16:30-17:20 パネルディスカッション『なぜ今、

メカノバイオロジーなのか』 
17:20-17:30 閉会挨拶　中村 幹（科学技術振興機構）

13:00-13:05 開会挨拶　浦上 裕光（Royal Society of Chemistry）
13:05-13:35 学術出版の過去、現在と未来 / Past, Present and Future of Scholarly Publishing 
 Philippa Ross（Royal Society of Chemistry）
13:35-14:05 原稿準備の基本とノウハウ、エディターからの助言 / Basics and Tips for Effective Manuscript Preparation 
 有賀 克彦（NIMS）、浦上 裕光（Royal Society of Chemistry）
14:05-14:35 総説執筆のポイント：Chemical Society Reviews誌よりの助言 / 
 Advice from Chemical Society Reviews: Tips for writing a Review 
 Douglas Stephan（University of Toronto）
14:55-15:55 サイエンス/テクニカルライティングの文章構造 / 
 Sentence Structure in Science/Technical Writing　
 David Kipler（Science Communications Trainer for Editage/Cactus Communications）
16:15-17:00 査読プロセス：投稿から出版まで / Peer-Review Process: From Submission to Publication 
 浜地 格（京都大学）
17:00-17:30 査読者としての心得：ベストプラクティスからReviewer Recognitionまで / 

Acting as a Reviewer: From Best Practice to Recognition 
 Philippa Ross（Royal Society of Chemistry）
17:30-17:35 開会挨拶　浦上 裕光（Royal Society of Chemistry）

※ランチョンセミナー聴講は、入場
整理券（50名先着）が必要です。

［13:00-17:30］三井化学特別企画:触媒科学フォーラム
～触媒科学最前線～
三井化学は「地球環境との調和の中で、材料・物質の変革と創出を通して広く社会に
貢献する」ことを目指しており、ものづくりの基盤技術である触媒科学の発展に向けて
触媒科学フォーラムを開催いたします。触媒科学の第一線でご活躍の先生方による
招待講演ならびに2018年三井化学触媒科学賞受賞者より最先端の触媒技術をご紹介
頂きます。触媒科学の発展に向けた議論の場になることを願っております。

13:00-13:05 開会挨拶　金子 行裕（ライオン（株））
13:05-13:45 大学研究の楽しみ「夢があればがんばれる」　加藤 隆史（東京大学）
13:45-14:25 一歩前に踏み出す人を応援する化学「化粧品研究」
 ～企業研究の楽しみ～ 
 杉山 由紀（（株）資生堂）
14:35-15:05 薬を体の中でつくる！～合成化学がかなえる未来の医療～
 田中 克典（理化学研究所）
15:05-15:35 光を動かして分子を並べる！～自然の力を借りてみよう～
 宍戸 厚（東京工業大学）
15:35-15:40 閉会挨拶　矢作 和行（花王（株））
16:00-17:00 高校生研究のポスター報告（1F ポスター会場にて）

13:00-13:10 開会挨拶　福田 伸（三井化学（株））
13:10-13:55 [招待講演] Reductants for 

Carboxylation Reactions
 岩澤 伸治（東京工業大学）
13:55-14:40 [招待講演] Recent Advances 

in Site-Selective C（sp3）-H 
Functionalization by Radicals 

 柳 日馨（大阪府立大学）
14:50-15:10 触媒科学賞　授賞式 
15:10-15:55 [触媒科学賞奨励賞 受賞講演] 

Proton Coupled Electron Transfer 
in Organic Synthesis 

 Robert R. Knowles（Princeton University, U.S.A.）
15:55-16:40 [触媒科学賞奨励賞 受賞講演] 

Chemoselective Transformations by Radical-
Conjugated Redox Catalysis: From Functional 
Small Molecules to Biomacromolecules 

 生長 幸之助（東京大学）
16:40-17:25 [触媒科学賞 受賞講演] Site-Selective 

Aliphatic and Allylic C̶H Oxidations for 
Late-Stage Functionalization 

 M. Christina White（University of Illinois, U.S.A.）
17:25-17:30 閉会

13:00-13:05 開会挨拶　金井 求（東京大学）
13:05-13:35 保護基＝必要悪に挑む触媒　金井 求（東京大学）
13:35-14:05 C–H活性化の鉄学　Laurean Ilies（理化学研究所）
14:05-14:35 金属ハイブリッド触媒 ～どう作るか？ 何ができるか？～ 
 鷹谷 絢（東京工業大学）
14:35-15:05 バイオと金属錯体の「いいとこどり」触媒　小野田 晃（大阪大学）
15:05-15:35 目指せ、触媒を制御できるポリマー～刺激応答性ポリマーの分子設計～ 
 佐田 和己（北海道大学）
15:50-16:20 2つの活性種を駆使して立体障害に挑む反応化学　
 西形 孝司（山口大学）
16:20-16:50 触媒開発効率化への挑戦：データ科学で触媒設計に挑む　
 山口 滋（理化学研究所）
16:50-17:20 ビニルポリマーでモノマーが並ぶ反応開発　
 上垣外 正己（名古屋大学）
17:20-17:50 触媒を使って分子と分子を縫い合わせる新しい有機合成　
 新谷 亮（大阪大学）
17:50-18:00 閉会挨拶　金井 求（東京大学）

13:00-13:05 開会挨拶　村山 宣光（産業技術総合研究所）
13:05-13:40 【基調講演】SDGs実現に向けての材料・化学分野のイノベーションへの期待
 安永 裕幸（国際連合工業開発機関）
13:40-14:15 【基調講演】日本の未来を拓く化学産業発のイノベーション ～"Green Sustainable Economy" の実現に向けて～
 片岡 正樹（新化学技術推進協会（JACI））
14:15-14:45 SDGsの達成に貢献する産総研　材料・化学領域の環境調和材料・プロセス ～CERO Technologyの提案～
 長谷川 泰久（産業技術総合研究所）
14:55-15:15 機能性吸収液を用いたCO2分離回収および有効利用技術　
 牧野 貴至（産業技術総合研究所）

15:15-15:35 二酸化炭素で一酸化炭素を代替することを可能にする触媒開発
 富永 健一（産業技術総合研究所）
15:35-15:55 固体PCM蓄熱材料の開発 ～溶けない相変化蓄熱部材～
 藤田 麻哉（産業技術総合研究所）
15:55-16:15 砂・灰・溶融スラグを原料とするケイ素機能性化学品の製造
 深谷 訓久（産業技術総合研究所）
16:15-16:35 バイオミメティクス：自己修復機能を兼ね備えた超撥水／超親水表面の開発
 浦田 千尋（産業技術総合研究所）
16:35-16:55 自然に学ぶ　ナノ構造コーティング技術の開発　
 増田 佳丈（産業技術総合研究所）
16:55-17:00 閉会挨拶　濱川 聡（産業技術総合研究所）
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交流会…18:00-19:30 I、J、K会場にて開催フェスタ企画…有料 公開企画…無料
※有料・無料に関わらず参加登録が必要です。

交
流
会

18:00-

19:30

［09:30-17:25］
これぞ日本が誇る有機合成化学！～多彩な反応から暮らしに役立つ製品開発まで～
古くから日本のお家芸の1つである「有機合成化学」は、「有機合成化学」は一体どんな進化を遂げているのでしょうか？なんでも作れる
反応開発から暮らしに役立つ材料や薬の候補の合成まで、産官学の講師陣による「有機合成化学」の最先端に迫ります。

［13:00-16:40］
混ぜる・混ざるが拓く化学と超ハイブリッド
材料の極み
「混ぜる・混ざる」に焦点を当てた化学の基礎を学び，超ハイブ
リッド材料と呼ばれる最先端材料の開発を紹介します。

［13:00-17:30］
（企画調整中）

［13:00-17:00］匂いによる生体検査の化学
～超早期診断技術と健康管理への応用～
人が匂いを感じるメカニズム、匂い分子の種類と化学構造の関
係、匂いの単位や評価方法など、わかるようでわからない匂いの
本質を化学の視点から紹介すると共に、匂い分子の健康マーカー
としての可能性や、匂いに着目した次世代超早期診断技術と健康
管理への応用について議論します。

［13:00-16:20］フェスタだョ！分子集合
～ナノ・マイクロ構造制御から高機能発現まで～
革新的な取り組みにより、分子集合材料の構造を制御した
研究から、それらの運動と機能の制御を実現した研究まで、
分子集合材料の応用への道筋を示します。

［13:00-16:40］Let’s Enjoy Chemistry in Japan! / 
日本で化学を楽しもう！
This session focuses on how to enjoy chemistry in Japan. International 
academic and industrial researchers in Japan will give special talks about 
their motivations, research histories, and struggles in their research 
activity. After the leading talks, we will have a round-table meeting with 
lecturers to expand your relationship and future careers in Japan.

［13:00-16:30］
夢の電池であった全固体電池が現実に
環境面からも着目し、夢の電池「全固体電池」が現実になる
今を捉えます。

［13:00-16:30］人生は自分で切り開くぞ！
活躍する研究者・技術者を目指して
産官学問わず、様々な機関において第一線で活躍されてい
る中堅～ベテランの研究者・技術者をお招きし、これまでの
キャリアを振り返った講演をいただきます。講師の方々の経
験や裏話を聞いて、自身の将来のキャリアアップへ活かして
みませんか?

［13:00-16:30］環境保全のための切り札と
してのバイオエコノミー！
バイオエコノミーは環境保全のための切り札になりえるのか？
当該分野の第一線で活躍されている方に正しい内容と国内外
の動きを説明して頂くと共に、大学及び産業界におけるバイオ
エコノミーに繋がる研究・開発の具体例を紹介します。

［09:20-12:00］
燃える氷メタンハイドレートは
未来の資源！？
メタンハイドレート採掘技術ならびに活用
技術に関して、詳しく解説します。

［09:30-12:00］
固体の中をイオンが高速に移動する夢
の電池～固体電解質を中心に～
新素材の立場から無機系および有機系の固体
電解質の話を分かりやすく解説するとともに、
実用化に向けての素材の観点から固体電解質と
正極材料の開発状況を紹介します。

［09:30-12:00］文科省科研費新学術領域研究
「π造形科学」特別企画：見（魅）せます！
π電子系物質の新現象
エキゾチックな性質をもつπ電子系物質の
創製や、π電子系物質だからこそ可能な機
能の操作や展開など、本領域で見出してきた
「新物質・新機能・新現象」を紹介します。

［13:00-16:35］
身近な発酵食品を化学して、健康な生活
を手に入れよう！
化学とバイオの技術進歩により、伝統的な食品も大きく進化
しています。発酵食品の分野において、今・何が起きている
のか？ホットな話題を、様々な切り口でエキスパートの先生
方からわかりやすくお話ししていただきます。

［09:30-12:00］バイオベンチャーでの挑戦 
～あなたも会社を創りませんか？～
IT分野のみならずバイオ分野においても、
若手の研究者のベンチャー創業が始まっ
ています。生物・化学系の立ち上げたばか
りの若手と彼らに対するインキュベーター
を集め、今後の方向性を考える機会を提供
します。

［09:30-12:00］ここでしか聞けない
「女性の働き方」
様々な機関で働いている若手からベテ
ランの女性講師をお招きして、女子学生・
大学院生に将来をイメージできるような
アドバイスや励ましを贈ります。将来の
不安や心配事などを講師の先生方と直接
お話してみませんか? 

［09:20-12:00］使いこなそう！濃厚分散系
～ものづくり現場で活躍する分散系～
液中に微粒子・ナノ粒子、液滴、気泡が分散した
系は、近年、塗布成型・印刷技術分野で多用さ
れ、精度向上等の高度化が強く求められていま
す。その基盤となる評価技術を実用・シミュレー
ションの両面から迫り、議論の場を提供します。

［12:00-13:00］
ランチョン
セミナー

［12:00-13:00］
ランチョン
セミナー

［13:30-16:00］
産学官R&D紹介企画 
-セッション講演-

［10:00-17:00］産学官R&D紹介企画 -展示ブース- 
企業や研究機関がポスターや製品サンプル・モデルの展示などで研究開発アクティビティを個性豊かに紹介します。

［10:00-12:00］
学生ポスター発表:P4
　

［13:00-15:00］
学生ポスター発表:P5
　

［15:30-17:30］
学生ポスター発表:P6
　

※ランチョンセミナー聴講は、入場
整理券（50名先着）が必要です。

09:20-09:25 開会挨拶 
 山口 和也（東京大学）
09:25-10:00 メタンハイドレート

商業的開発に向けて
 －技術の現状と課題 
 増田 昌敬（東京大学）
10:00-10:30 なぜ、日本はメタンハイド

レート開発に取り組むのか
 信末 直人（資源エ

ネルギー庁）
10:30-11:00 深海底下のメタン

ハイドレートを如何に
家庭で使うエネルギー
へと変えるのか？ 

 長久保 定雄（日本メタン
ハイドレート調査（株））

11:00-11:30 反応場としてのメタン
ハイドレート̶メタン
ハイドレートからメタ
ノールを作る！ 

 谷 篤史（神戸大学）
11:30-12:00 ガスハイドレートを人工

的に作って何に利用す
る！？－ガス貯蔵／輸送・
海水淡水化・蓄熱 

 菅原 武（大阪大学）

09:20-09:25 開会挨拶 
 武田 真一（武田コ

ロイドテクノ・コン
サルティング（株））

09:25-09:45 ものづくり技術に
役立つ分散・凝集
評価法とは？ 

 武田 真一（武田コ
ロイドテクノ・コン
サルティング（株））

09:45-10:25 濃厚スラリー中の
粒子分散・凝集評価 

 森 隆昌（法政大学）
10:35-11:15 粒を造る「造粒」技術：

乾いた粉を上手く凝
集させる技術とその
サイエンス 

 仲村 英也（大阪府立大学）
11:15-11:55 微粒子を界面活性剤と

して利用する！：泡、リキッ
ドマーブルの安定化 

 藤井 秀司（大阪工業大学）
11:55-12:00 閉会挨拶 
 川﨑 英也（関西大学）

09:30-09:35 開会挨拶 
 石田 玉青（首都

大学東京）
09:35-11:00 講師によるプレゼン

テーション（研究者を
目指す皆さんへ） 

 （略歴紹介）
11:00-11:55 講師を交えた懇談
11:55-12:00 閉会挨拶 
 竹岡 裕子（上智大学）

09:30-09:35 開会挨拶 
 都築 博彦（富士フイルム（株））
09:35-10:05 大学発ベンチャーの現状

と展望：秘策はあるか？ 
 仙石 慎太郎（東京工業大学）
10:10-10:30 Nerve Organoidの展開と

神経変性疾患創薬応用 
 川田 治良（（株）Jiksak 

Bioengineering）
10:30-10:50 細胞を材料として使い

こなすための超異分
野的な研究開発 

 柳沢 佑（（株）セルファイバ）
10:50-11:10 iPS細胞由来心筋細

胞の事業展開 
 牧田 直大（（株）マイ

オリッジ）
11:15-11:35 研究成果の社会実装

の一歩目を踏み出す
ために大切なこと 

 高橋 宏之（（株）リバネス）
11:35-11:55 共に新しい未来を創

りませんか？ 
 盛島 真由（Beyond 

Next Ventures（株））
11:55-12:00 閉会挨拶 
 都築 博彦（富士フイルム（株））

09:30-09:40 開会挨拶　田中 克典（理化学研究所）
09:40-10:10 触媒のチカラを引き出す配位子設計と

反応開発　澤村 正也（北海道大学）
10:10-10:40 有機イオンペアが織りなす反応場を使った

有機合成　浦口 大輔（名古屋大学）
10:50-11:20 日本発のノーベル賞技術を工業化！ 企業における

クロスカップリング　江口 久雄（東ソー（株））
11:20-11:50 分子の「動き」をいかす材料開発
 武田 洋平（大阪大学）
13:00-13:30 日本発のホスト：ピラーアレーン

の化学　生越 友樹（金沢大学）
13:30-14:00 機能性材料開発における２つの反応

制御　大野 充（（株）ダイセル）

14:10-14:40 有機合成化学が切り開く未来のクスリ
 今枝 泰宏（武田薬品工業（株））
14:40-15:10 ヒトを治療する生命有機合成化学 

中村 浩之（東京工業大学）
15:10-15:40 自分の試薬をみんなの研究や社会に役立て

るために　下田 泰治（（株）糖鎖工学研究所）
15:50-16:20 あま～い糖合成から学ぶ生命維持

活動の神秘　安藤 弘宗（岐阜大学）
16:20-16:50 美しき天然物を美しき戦略で攻略

する　大森 建（東京工業大学）
16:50-17:20 そこにあるから挑戦する勇気（有機）と挑戦：巨大分

子の化学合成と生体機能化学　大石 徹（九州大学）
17:20-17:25 閉会挨拶　鳶巣 守（大阪大学）

13:00-13:05 開会挨拶　秋葉 巌（出光興産（株））
13:05-13:45 化学者がスルーできないバイオエコノミー：

次世代の物質変換を取り巻く新しい価値観 
 五十嵐 圭日子（東京大学/VTTフィ

ンランド技術研究センター）
13:45-14:25 木質バイオマスを利用した循環糖

化プロセス～バイオマス自らが触
媒になり、有用資源になる 

 福岡 淳（北海道大学）
14:25-15:05 カニ殻由来の万能新素材「キチンナ

ノファーバー」で鳥取県を元気に！ 
伊福 伸介（鳥取大学）

15:05-15:45 バイオベンチャー企業の科学者がバイ
オエコノミーについて勉強してみた 

 山本 啓介（Green Earth Institute（株））
15:45-16:25 ヒマシ油由来バイオポリアミドと

エラストマーの応用展開 
 宮保 淳（アルケマ（株））
16:25-16:30 閉会挨拶　山口 和也（東京大学）

13:00-13:05 開会挨拶　長崎 幸夫（筑波大学）
13:05-13:45 人生いちどっきり～はみ出し研究者の歩んだ道 
 河野 正規（東京工業大学）
13:45-14:25 Deep Sea for the Rest of Us ～化学で挑む深海フ

ロンティア～ 
 出口 茂（海洋研究開発機構）
14:25-15:05 的に向かいて、的を通じて、的の彼方に 
 村山 英樹（（株）地球快適化インスティテュート）
15:10-15:50 ハードマターからソフトマターへ、世界をかける 
 龔 剣萍（北海道大学）
15:50-16:30 研究開発50年から学んだこと～質量分析・

DNAシーケンサーから1細胞・組織解析へ～ 
 神原 秀記（フロンティアバイオシステムズ（株））

13:00-13:05 開会挨拶　長田 実（名古屋大学）
13:05-13:45 高性能電池開発はグリーン社会の希望の星 
 金村 聖志（首都大学東京）
13:45-14:30 全固体電池の実用化に向けたあゆみ 
 林 晃敏（大阪府立大学）
14:30-15:10 界面問題などのこれからの課題と電池の夢 
 安部 武志（京都大学）
15:10-16:00 全固体電池の実用化と課題 
 射場 英紀（トヨタ自動車（株））
16:00-16:25 全固体電池を巡る特許状況 
 日比 幹晴（（株）パテント・リザルト）
16:25-16:30 閉会挨拶　田中 紳一郎（住友化学（株））

13:00-13:05 開会挨拶　山中 正道（静岡大学）
13:05-13:35 長さの制御～分子まかせか、人まかせか～ 
 竹内 正之（物質・材料研究機構）
13:35-14:05 形の制御～超分子ポリマーを閉じる・折りたたむ・ほどく～
 矢貝 史樹（千葉大学）
14:05-14:35 方向の制御～強磁場中で作る、単結晶のような超分

子ソフトマテリアル～  
 石田 康博（理化学研究所）
14:45-15:15 空間の制御  ナノ孔に吸い込まれた分子の運命は？！ 
 塩谷 光彦（東京大学）
15:15-15:45 動きの制御～分子機械から分子ロボットへと繋げる”３×３”のルール～ 
 角五 彰（北海道大学）
15:45-16:15 機能の制御～ゴムを引っ張ったらどうなる？～ 
 角田 克彦（（株）ブリヂストン）
16:15-16:20 閉会挨拶 植村 卓史（東京大学）

13:00-13:05 開会挨拶　矢作 和行（花王（株））
13:05-13:50 日本は微生物の資源大国
 ～微生物の潜在能力で暮らしを豊かに！～ 
 小川 順（京都大学）
13:50-14:20 納豆のミステリー～若さと健康長寿に働く生理

機能とは！～ 
 袴田 佳宏（金沢工業大学）
14:20-14:50 麹菌と日本酒の深化～日本酒の未来はどうなる？～ 

北本 勝ひこ（日本薬科大学）
15:00-15:30 ヨーグルトと乳酸菌～生きた乳酸菌が腸まで

届くふしぎ！～  
 佐々木 泰子（明治大学）
15:30-16:00 微生物がつくる”うま味物質“アミノ酸”
 ～おいしく食べてカラダに良いヒミツ！～ 
 岡本 裕（味の素（株））
16:00-16:30 発酵食と共に育む命と未来
 小紺 有花（かむたちのはな）
16:30-16:35 閉会挨拶　辻 一誠（日揮ユニバーサル（株））

13:00- Opening Remarks　Yuya Oaki（Keio Univ.）
13:05- Academic Career in Japan - Highs and Lows　Daniel Citterio（Keio Univ.）
13:25- My R&D Life in Japan ~How Chemistry Changed My Life?~　Cheng Lu（BASF Japan Ltd.）
13:45- From France to Japan - Materials Chemistry on Two Continents 
 Benjamin Le Ouay（The Univ. of Tokyo）
14:05- R&D of Green Chemical Process in Asahi Kasei　Bijanto Nishiyama（Asahi Kasei Corp.）
14:25- Supramolecules in Japan Jonathan　P. Hill（National Institute for Materials Science）
15:00- Round-Table Discussion with Lecturers

09:30-09:35 開会挨拶　
 鈴木 修一（大阪大学）
09:35-10:05 積み重ねて生みだす芳香族の新次元 
 忍久保 洋（名古屋大学）
10:05-10:25 "歪み"で誘起するπ電子系相転移
　 須田 理行（分子科学研究所）
10:25-10:45 発光性エラスティック結晶
 ～結晶工学を基盤としたπ系

繊維材料設計～
 林 正太郎（防衛大学校）
10:45-11:15 力で形を変える結晶
 ～有機強弾性体　
 芥川 智行（東北大学）
11:15-11:35 熱から電気をつくる
 ～有機熱電変換　
 小島 広孝（奈良先端科学

技術大学院大学）
11:35-12:00 歴史を変えた芳香族化合物
 佐藤 健太郎（東京工業大学）

09:30-09:35 開会挨拶　
 関 隆史（JXTGエネルギー（株））
09:35-10:20 無機固体電解質材料

の進歩と今後の展望
 辰己砂 昌弘（大阪府立大学）
10:20-10:45 有機・無機ハイブリッド型

固体電解質の戦略的設計
と高速リチウムイオン輸送

 松見 紀佳（北陸先端
科学技術大学院大学）

10:45-11:10 Liイオン伝導性に優
れる高分子の開発　

 富永 洋一（東京農工大学）
11:10-11:35 全固体電池用高電

位正極材料の開発
 加藤 彰彦（FDK（株））
11:35-12:00 酸化物系固体電解質「LICGCTM」

の次世代電池への応用 
 佐藤 遼平（（株）オハラ）

13:00-13:05 開会挨拶　早川 晃鏡（東京工業大学）
13:05-13:35 酸化物ナノ構造とポリマーを混ぜて創る有機-

無機ハイブリッド材料 
 菅原 義之（早稲田大学）
13:40-14:10 ナノまで混ぜて拓く自動車未来材料－クレイ、

セルロースを例にして 
 臼杵 有光（京都大学）
14:15-14:45 複数の金属を混ぜることであらわれた新たな

触媒機能 ”現代の錬金術！？”
 宍戸 哲也（首都大学東京）
14:55-15:25 混ざらないはずの高分子を混ぜる 
 扇澤 敏明（東京工業大学）
15:30-16:00 原子レベルで混ぜることで高機能性ハイブリッド材料ができる！

～透明導電性酸化物ナノ粒子合成プロセスの話～ 
 村松 淳司（東北大学）
16:05-16:35 混ぜて創るハイブリッド光学材料 
 松川 公洋（京都工芸繊維大学）
16:35-16:40 閉会挨拶　大内 誠（京都大学）

13:00-13:05 開会挨拶　田中 賢（九州大学）
13:05-13:50 分子構造を見たら匂いの本質がわかる
 長谷川 登志夫（埼玉大学）
13:50-14:35 異臭、悪臭、香気、複合臭ごとの測定

法と匂いによる生体検査の関係 
 喜多 純一（（株）島津製作所）
14:45-15:30 疾病の超早期診断のための呼気・皮膚ガス

成分の高感度バイオ計測＆イメージング 
 三林 浩二（東京医科歯科大学）
15:30-16:15 腸内環境情報に基づく疾患予測・個

別化ヘルスケアの実現 
 水口 佳紀（（株）メタジェン）
16:15-17:00 トイレ空間での排便臭による健康管理 
 竹下 朱美（TOTO（株））

本プログラムは7/17時点の情報です。 本プログラムは7/17時点の情報です。
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［13:00-17:15］JST特別企画：分子技術のSDGsへの貢献
～CREST研究者たちのイノベーション～
「分子技術」とは、分子の特性を活かして目的とする機能を発現させ、社
会に貢献する材料・デバイス等の創製に供するための一連の技術で、物
理学・化学・数学・生物学等の上に成り立つ新しい体系の確立を目指し
ています。本企画では、2017年度に期間終了したCREST【分子技術】研
究者の成果発表を中心に、「分子技術」のSDGs貢献へのポテンシャルを
紹介し、期待される将来の姿を参加する方々と議論致します。

［09:25-15:35］
滑ると接着を化学する～材料開発者の悩みを解決します～
いつもは交わらないトライボロジーと接着の専門家が集まり材料設計の考え方と実例を解説し、
更に最新の技術を紹介します。

［13:00-17:00］
光は誰にも降り注ぐ
～光エネルギー活用の更なる可能性～
次世代型の太陽電池をはじめ、太陽光利用水素製造や光利用材料
など、光エネルギー活用の先端技術について紹介します。

［13:00-17:05］
ケモインフォマティクスが拓く
高機能新素材の時代
期待の高まるケモインフォマティクスの現状と将来性について、
分かり易く説明します。

［09:25-12:00］
ここまでできる人工知能！
～化学の未来を拓け～
AIとは何か？その具体例としてDeep Learningの可
能性や、AIを用いた材料開発、創薬、身近な生活に
関わる最新トピックスを紹介します。

［09:30-11:50］
水素社会への挑戦
世界をリードする水素エネルギー関連の
技術開発と社会実装の動向を各分野の
一線の先生方がご紹介致します。

［09:30-15:50］
シロキサン化学の最前線
～シルセスキオキサンの先端化学と産業利用～
シルセスキオキサンは、近年の分析及び合成技術の進歩により多様な構造を制御できる技術が開発され、
機能性材料として新しい可能性が広がっています。その構造制御と機能化に焦点を当てたケイ素化学の最
新研究を紹介します。

［10:00-12:00］
JACI特別企画：キャリアパスガイダンス（CPG）
～「イノベーション
人材となるために」
化学メーカー先輩
社員と議論する～

［10:00-17:00］産学官R&D紹介企画 -展示ブース- 
企業や研究機関がポスターや製品サンプル・モデルの展示などで研究開発アクティビティを個性豊かに紹介します。

［10:00-12:00］
学生ポスター発表:P7
　

［13:00-15:00］
学生ポスター発表:P8
　

［15:30-17:30］
学生ポスター発表:P9
　

［12:00-13:00］
ランチョン
セミナー

［12:00-13:00］
ランチョン
セミナー

［13:30-16:00］
産学官R&D紹介企画 
-セッション講演-

※ランチョンセミナー聴講は、入場
整理券（50名先着）が必要です。

［13:00-16:35］最も大切で奇妙な液体「水」に迫る！
～水分子の振る舞いの理解から材料活用まで～
水はあらゆる生命活動を担っている重要な分子であり、
物質を溶かす溶媒として最も安全です。一方で、水の性質を
他の液体と比較すると、その性質は極めて特殊です。様々
な分野で水を扱い、研究する6名の講師が水分子の役割、
影響、さらにその材料への活用を解説します。

［13:00-16:50］あっても・なくても困る！
”毛”を化学の力で解明・制御する
“毛”に関する現象やメカニズムを化学の力で解明する研究・技
術を紹介するとともに、毛髪を美しく自在に染色する製品技術、
脱毛、毛髪再生する技術とその可能性を議論します。

［09:25-12:00］展開が加速されるナノカー
ボン材料～ナノカーボン時代の幕開けか？～
ナノカーボンの歴史を振り返ることで、如
何に死の谷を克服しようとしており、どの
ように展開されようとしているかを、産・
官・学の講師が、具体的な応用例とその強
み、技術的な課題、学術研究のトレンドを
交えて講演します。

［09:30-12:00］英語でコミュニ
ケーション（チュートリアル）
日本人にありがちなミスをしないための
英語発表に関する講演や日本人英語
からの脱却に関する講演、外国人から
見た日本の文化に関する講演を通して、
科学者・技術者がグローバルに活躍する
ために大いに役立つコツを伝授します。

09:25-09:30 開会挨拶　長瀬 公一（東レ（株））
09:30-10:15 ナノカーボンの過去･現在･未来　遠藤 守信（信州大学）
10:15-10:45 産総研における産業化を目指したナノカーボンの研究開発の取組　佐々木 毅（産業技術総合研究所）
10:45-11:10 知性化されたナノカーボンが切り開く、なつかしい未来の実現へ　児島 清茂（日本ゼオン（株））
11:10-11:35 フラーレンの展開：溶ける唯一のナノカーボンとしての応用事例紹介　大坪 裕彦（フロンティアカーボン（株））
11:35-12:00 カネカ多層グラフェンの開発～粒子加速器の荷電変換膜、ビームモニタセンサへの応用～　尾崎 修平（（株）カネカ）

13:00-13:20 CREST【分子技術】概要
 山本 尚（中部大学）
13:20-13:50 ソリューションプラズマ精密合成場の

深化とカーボン系触媒の進化
 齋藤 永宏（名古屋大学）
13:50-14:20 特別講演「新しいカーボン材料とそれ

から発現する新しい特性・物性について」 
齋藤 理一郎（東北大学）

14:20-14:50 分子技術による単分子量子磁石を用いた
量子分子スピントロニクスの創成

 山下 正廣（東北大学）
15:00-15:30 擬天然物の新機能創出分子技術
 菅 裕明（東京大学）
15:30-16:00 第三の核酸薬、ヘテロ核酸の開発
 横田 隆徳（東京医科歯科大学）
16:10-17:10 パネルディスカッション「分子技術の
 創薬への貢献」
17:10-17:15 閉会挨拶
 中村 幹（科学技術振興機構）

09:30-09:35 開会挨拶　佐藤 浩太郎（名古屋大学）
09:35-10:20 英語講演への第一歩をふみだそう（English Scientific Communication） 

Jonathan Woodward（東京大学）
10:20-11:05 ここがポイント、日本人英語からの脱却：Mission Impossible？
 Olaf Karthaus（千歳科学技術大学）
11:10-11:55 Life of a Scientist on Both Sides of the Ocean: Research Experiences 

in the U.S. and Japan
 Kira Landenberger（京都大学）
11:55-12:00 閉会挨拶　長崎 幸夫（筑波大学）

09:30‐09:40 開会挨拶
 久新 荘一郎（群馬大学）
09:40-10:40 我が国がトップを走るケイ

素化学の“基礎研究と産
業用途展開のシナジー” 

 佐藤 一彦（産業技術
総合研究所）

10:40-11:20 シリコーンの特性：積層
体塗膜の粘着モデル 
津田 武明（東レ・ダウ
コーニング（株））

11:20-12:00 環状シルセスキオキサンの
合成と物性評価の新展開

 海野 雅史（群馬大学）
13:00-14:00 かご型シルセスキオキ

サンを基盤とした元素ブ
ロック機能材料の創出

 中條 善樹（京都大学）
14:00-14:40 シリカ系ハイブリッド

高分子の合成と応用 
郡司 天博（東京理科大学）

14:40-15:40 [RSiO3/2]単位を含む物質創
製～その魅力と可能性～

 黒田 一幸（早稲田大学）
15:40-15:50 閉会挨拶
 中野 達也（（株）ダイセル）

09:25-09:30 開会挨拶　江利山 祐一（JSR（株））
09:30-10:30 トライボロジーの観点から見た滑る物と滑らない物との違い 

佐々木 信也（東京理科大学）
10:30-11:00 ナノの世界の摩擦と粘着を見る・制御する
 佐々木 成朗（電気通信大学）
11:00-11:30 自動車エンジン摺動部品用材料開発の事例
 加納 眞（KANO Consulting Office）
11:30-12:00 ポリマーブラシで滑らせる
 辻井 敬亘（京都大学）
13:00-14:00 異種材料間の接着メカニズム
 佐藤 千明（東京工業大学）
14:00-14:30 マルチマテリアル時代の接着・コーティング材料・技術 

内藤 昌信（物質・材料研究機構）
14:30-15:00 最新のエンプラと異種材料の接合技術 
 六田 充輝（ダイセル・エボニック（株））
15:00-15:30 電子顕微鏡で見る接着界面の構造
 堀内 伸（産業技術総合研究所）
15:30-15:35 閉会挨拶　火原 彰秀(東北大学)

13:00-13:10 開会挨拶および概要について
 船津 公人（東京大学）
13:10-14:00 ケモインフォマティクスとデータ駆動科学  

永田 賢二（産業技術総合研究所）
13:50-14:30 データ解析に基づく分子設計支援への取り組み 

宮尾 知幸（奈良先端科学技術大学院大学）
14:30-15:00 インフォマティクスは素材産業の救世主か？ 

茂本 勇（東レ（株））
15:10-15:50 計算科学の新展開：デバイス開発への利用 

石河 泰明（奈良先端科学技術大学院大学）
15:50-16:20 企業における材料開発のためのインフォマ

ティックス手法と適用事例
 右田 啓哉（（株）日本触媒）
16:20-17:00 データ数の少ない機能性材料の設計にイン

フォマティクスの技術をどう活かすか？
 畑中 美穂（奈良先端科学技術大学院大学）
17:00-17:05 閉会挨拶
 及川 昭（住友ベークライト（株））

13:00-13:05 開会挨拶
 森川 岳生（積水化学工業（株））
13:05-13:45 有機金属ハライドペロブスカイト太陽電池の最新技術 

瀬川 浩司（東京大学）
13:45-14:20 再生可能エネルギーの普及に向けた次世代型

太陽電池の開発～化合物薄膜太陽電池の高効率化～
 上川 由紀子（産業技術総合研究所）
14:20-14:55 化合物半導体量子ドットマルチバンド太陽電池

岡田 至崇（東京大学）
15:10-15:45 宇宙太陽光発電システムの可能性と
 その地上要素研究
 長谷崎 和洋（徳島大学）
15:45-16:20 形状を制御した半導体固体光触媒の合成と活用
 高瀬 舞（室蘭工業大学）
16:20-16:55 太陽光エネルギーの水素への変換～水分解光触

媒の可視光全域利用に向けた取り組み～
 入江 寛（山梨大学）
16:55-17:00 閉会挨拶
 村山 美乃（九州大学）

09:30-9:35 開会挨拶
 橋本 智佳子
 （千代田化工建設（株））
09:35-10:20 SDGｓに向けた水素社会構

築のための研究開発動向
 亀山 秀雄（東京農工大学）
10:20-11:05 燃料電池：高性能・高耐久電

極の研究開発
 内田 裕之（山梨大学）
11:05-11:50 産業技術総合研究所の取り

組みとエネルギーキャリアの動向、
および水素吸蔵合金の研究開発

 榊 浩司（産業技術総合研究所）

09:20-09:25 開会挨拶
 石井 宏幸（筑波大学）
09:25-10:00 Deep Learningとは
 何か？その広がる可能性
 小林 由幸（ソニー（株））
10:00-10:35 AIが引き起こす創薬革命

奥野 恭史（京都大学）
10:45-11:20 AIが予測する触媒活性 

矢田 陽（産業技術総
合研究所）

11:20-11:55 AI・機械学習が照らす
企業における材料開
発の現在と未来

 内 幸彦（旭化成（株））
11:55-12:00 閉会挨拶
 中西 暢
 （信越化学工業（株））

13:00-13:05 開会挨拶
 中村 絢子（三菱ケミカル（株））
13:05-14:00【基調講演】動物から人間まで、毛の発生・

周期的再生とその役割
 松崎 貴（島根大学）
14:00-14:35 毛髪表面の特徴とダメージ実感の関係について

柿澤 みのり（（株）資生堂）
14:35-15:20 生え時抜き時が見える、毛包イメージング 

田村 泰久（理化学研究所）
15:30-16:15 毛の"種”を大量に作るバイオ技術
 景山 達斗（横浜国立大学）
16:15-16:50 美しく見える髪を自在にコントロールする

テクノロジー
 長瀬 忍（花王（株））

CSJ化学フェスタに集う化学系の大学生・大学院生に
向けて、企業で活躍するイノベーション人材（イノベー
ションに貢献できる人材）になるための気づきの場を
提供します。企業で活躍している先輩社員やイノベー
ションを成し遂げた方のインタビューを通して、
「学生時代を有意義に過ごすには？」、「発想の豊か
さはどこからくるのか？」など、多くのヒントが得られ
るはずです。  化学系企業ってどのような働き方をし
ているの？どんな人が活躍しているの？など普段から
疑問に思っていること、思い切ってこの場で意見交換
してみませんか。

10:00-10:03 開会挨拶
 石田 優子(三菱ケミカル(株))
10:03-10:45 [基調講演] 化学産業界が求める
 イノベーション人材
 松岡 祥樹(住友化学(株))
10:45-11:55 パネルディスカッション
 『化学メーカー先輩社員と議論する』
11:55-12:00 閉会挨拶
 片岡 正樹(新化学技術推進協会（JACI）)

13:00-13:05 開会挨拶　大内 誠（京都大学）
13:05-13:50 「水」その豊かな振る舞いー揺らぎ、変化と反応
 大峯 巖（名古屋大学／分子科学研究所）
13:50-14:20 フラーレンに水の単分子を閉じ込める　村田 靖次郎（京都大学）
14:20-14:50 膜タンパク質の内部に結合した水と機能発現　神取 秀樹（名古屋工業大学）
15:00-15:30 99.5%が水からなる材料で網膜剥離を治療する　酒井 崇匡（東京大学）
15:30-16:00 高分子電解質膜の水膨潤挙動　川口 大輔（九州大学）
16:00-16:30 ほとんどが水でできた高機能材料　石田 康博（理化学研究所）
16:30-16:35 開会挨拶　早川 晃鏡（東京工業大学）

フェスタ企画…有料 公開企画…無料
※有料・無料に関わらず参加登録が必要です。

第8回を迎える今回のCSJ化学フェスタは、前回よりさらに規模・内容とも拡充し、より魅力的な企画、驚きの企画、
参加してよかったと思っていただける企画が目白押しです。皆様お誘いあわせのうえ、奮ってご参加下さい。

参加登録のご案内
CSJ化学フェスタで実施する企画へ参加される方には有料・無料に
関わらず参加登録をお願いしています。ウェブサイトよりお申込み下さい。
※現地での混雑を避けるためできる限り事前登録をお願いします。

http://www.csj.jp/festa/2018/

フェスタ企画参加費 ※1 
会員区分 正会員※2 非会員 学生会員 非会員学生
事 前 15,000円 27,000円 4,000円 5,000円
当 日 18,000円 30,000円 5,000円 6,000円

※ 1 プログラム集が参加費に含まれます。
※2 個人正会員・教育会員・シニア会員・法人正会員企業に所属する方が対象です。
※参加費は全て税込みです。

参加予約期間
8月1日（水）～9月5日（水）

プログラム公開
8月1日（水）

予稿集（web）発行日
9月26日（水）

有料 無料

テーマ企画 
化学は様々な分野で科学技術の発展を牽引し、未来社会に向けたイノベーションの
主役を担っています。テーマ企画では、多様な分野で新たな価値を生み出している化学
技術や化学素材など化学に関わる研究開発の最前線から、化学の将来を担う学生に
向けたチュートリアルまで、多岐にわたる多くの魅力的なテーマを企画しています。

●1 フェスタだョ！分子集合～ナノ・マイクロ構造制御から高機能発現まで～
●2 分子や結晶をねじったり曲げたりしてみよう～新しい機能性分子の創製可能性を探る～
●3 滑ると接着を化学する～材料開発者の悩みを解決します～
●4 シロキサン化学の最前線～シルセスキオキサンの先端化学と産業利用～
●5 最も大切で奇妙な液体「水」に迫る！～水分子の振る舞いの理解から材料活用まで～
●6 燃える氷メタンハイドレートは未来の資源！？
●7 固体の中をイオンが高速に移動する夢の電池～固体電解質を中心に～
●8 夢の電池であった全固体電池が現実に
●9 光は誰にも降り注ぐ～光エネルギー活用の更なる可能性～
●10 生体界面を制御する～生体と材料とのお付き合い～
●11 アンビエントエレクトロニクス～社会に溶け込むエレクトロニクス材料～
●12 これぞ日本が誇る有機合成化学！～多彩な反応から暮らしに役立つ製品開発まで～
●13 混ぜる・混ざるが拓く化学と超ハイブリッド材料の極み
●14 使いこなそう！濃厚分散系～ものづくり現場で活躍する分散系～
●15 材料の視点から省エネを考えよう！
●16 匂いによる生体検査の化学～超早期診断技術と健康管理への応用～
●17 あっても・なくても困る！”毛”を化学の力で解明・制御する
●18 水素社会への挑戦
●19 環境保全のための切り札としてのバイオエコノミー！
●20 展開が加速されるナノカーボン材料～ナノカーボン時代の幕開けか？～
●21 ケモインフォマティクスが拓く高機能新素材の時代
●22 ここまでできる人工知能！～化学の未来を拓け～
●23 バイオベンチャーでの挑戦　～あなたも会社を創りませんか？～
●24 人生は自分で切り開くぞ！活躍する研究者・技術者を目指して
●25 Let’s Enjoy Chemistry in Japan! / 日本で化学を楽しもう！
●26 ここでしか聞けない「女性の働き方」
●27 英語でコミュニケーション（チュートリアル）
●28 化学のプレゼンに役立つKNOW-HOW

産学官R&D紹介企画 
産学官の諸機関の研究開発アクティビティを紹介します。

参加機関の様々なアピールを、見て、聴いて、お楽しみ下さい。

●R&D展示ブース  ●R&Dセッション（講演）  ●ランチョンセミナー

学生ポスター発表 
産学官の研究者と交流したい学生の皆様の参加をお待ちしています。
今回も優秀な発表に対してポスター発表賞を授与します。

公開講座 
●1 化学者を目指す 大学生・高校生のための公開講座
　～化学の未来、あなたの将来　そうか、化学に進むってこういうことなんだ～
●2 身近な発酵食品を化学して、健康な生活を手に入れよう！

2018ノーベル賞解説講演会 
今年のノーベル賞の内容を分かり易く解説します。

コラボレーション企画 
各機関からの情報発信により産学官の交流深耕、連携促進の一助とするこ
とを目的として、コラボレーション企画を実施します。どの企画も参加者に
とって興味深く有益な情報が得られる場ですので、積極的にご参加下さい。

●1 JST特別企画：
　メカノバイオロジーと光科学、分子技術～未来を拓くトライアングル～
●2 三井化学特別企画：触媒科学フォーラム～触媒科学最前線～
●3 RSC特別企画：
　論文作成と査読プロセスの基礎とエディターからのアドバイス
●4 文科省科研費新学術領域研究「ハイブリッド触媒」特別企画：
　「1+1は3?」ハイブリッド触媒が紡ぎ出す新反応化学
●5 産総研特別企画：SDGsの達成に貢献する産総研発CEROテクノロジー
●6 文科省科研費新学術領域研究「π造形科学」特別企画：
　見（魅）せます！π電子系物質の新現象
●7 （企画調整中）
●8 JACI特別企画:キャリアパスガイダンス（CPG）
　～「イノベーション人材となるために」　化学メーカー先輩社員と議論する～
●9 JCIA・JACI・CSJ特別企画:ホンネで語ろう産学連携!!
●10 JST特別企画：
　分子技術のSDGsへの貢献～CREST研究者たちのイノベーション～

会場 ■ タワーホール船堀（東京都江戸川区）2018. 10/23(Tue.)-25(Thu.)
主 催 ■ 公益社団法人 日本化学会 後 援 ■ 文部科学省, 経済産業省, 国立科学博物館, 科学技術振興機構, 日本化学工業協会, 新化学技術推進協会, 

　　　　 産業技術総合研究所, 理化学研究所, 量子科学技術研究開発機構, 物質・材料研究機構, 江戸川区

本プログラムは7/17時点の情報です。


